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議  事 
 

２０２２年度事業報告の件 
 

Ⅰ．研 修 事 業                 研修事業担当・副会長 安田 政寛 

１．研修委員会                      研修委員長 堀口 正剛 

専門領域研修事業 

(1) 専門領域研修の実施運営 NELS 研修へシフト 
① NELS コンテンツとして、専門領域研修コース（PDS）の動画作成、 

各委員会で開催された研修会など、learning BOX へリリース 
(2) （公財）東洋療法研修試験財団の生涯研修制度 
① 生涯研修制度（開催届、終了報告書、研修修了証書）の申請代行 
② 財団共催の生涯研修申請代行（メール申請可となる） 
 

鍼灸臨床研修事業 

(1) 日鍼会ｅラーニング研修システム（以下、「NELS」）のリリースと更新 
 ① 臨床基礎コース 
② 専門領域研修制度 
③ 生涯研修制度 
④ 履修科目修了者へ簡易テスト修了証の発行（デジタル修了証） 
⑤ 新学術研修管理（NGK）システムとの共有 
⑥ その他、NELS に関する業務 

(2) NELS 運用アプリの運営・維持管理 
 ① learning BOX と Vimeo の管理 
② NELS 事務局（クレバースキッド）によるシステムの運用と管理 
③ コンテンツの公開と受講申込システムの管理（会員外の対応は未決） 

(3) 第４回医療連携ができる鍼灸師研修会のハイブリッド開催      ３月２６日 
（オンライン・オンデマンド・会場設置） 
① 運営委員会会議（２回） 
② 講習会内容：「フィジカルアセスメント、フィジカルイグザミネーション」 

講 師：名古屋大学名誉教授・放送大学大学院文化科学研究科教授 山内豊明先生 
会 場：呉竹鍼灸柔整専門学校 新横浜校 

 
 



２．学術委員会                      学術委員長 永島 茂雄 

学術講習事業 

(1) 日鍼会 NELS 研修システム 
① NELS の講師依頼 

 ② 会員メール・アドレスの収集と管理 
 ③ 修了証の発行（デジタル修了証） 
④ NELS 受講申込者の入会・退会者の把握 
⑤（公財）東洋療法研修試験財団の生涯研修制度 

正会員の履修単位集計（NELS など）と申請代行の業務 

(2) 新学術研修単位管理システム（NGK）の運営と維持管理 

(3) 学術団体・鍼灸関連大学との交流 

 (4) 蔵書の保管と管理    一部書籍並びに古書の移動・保管、一部データ化を進行中 

(5) 全国学術部長会議（WEB 会議）                 １０月３０日 

  

３．健保委員会             療養費適正化事業担当・副会長 中村  聡 

療養費等の適正運用に関する研修             健保委員長 小林 潤一郎 

(1) 各師会の療養費等適正運用に関する調査研究 
全国師会へ取扱件数、取扱金額、不支給件数、取扱い上の問題点などアンケート調査 
及び集計、結果を各師会保険部長メール配信 

(2) 各ブロック、師会への療養費等適正運用に関する講師派遣 
７月１７日大阪府、２月５日岩手県 

(3) 療養費等適正運用に関する普及・啓発及び情報収集 
① 各師会取扱いに関する質問、問題等へのメールによる回答（随時） 
② 受領委任に参加する保険者リストを各師会事務所、保険部長へ配信（随時） 
③ ブロック会議用資料作成 
④ 厚生労働省発出の通知を全国へメール配信し周知を徹底（随時） 
⑤ 労災通知、生保通知を全国へメール配信し周知を徹底（随時） 
⑥ ３月１３日手引書を各師会にメール配信（PDF） 

(4) 厚労省保険局医療課との協議 
 ① 料金改定について協議 
② 全国鍼灸師会からの問合せ等について協議 

(5) 全国保険部長会議（WEB 開催）                  ８月７日 
(6) 施術管理者研修への講師派遣 
  ５月２２日、６月２６日、７月２４日、９月１０日、１０月９日、１１月１３日、 

１２月１１日、１月２３日、２月１２日、３月１２日 



(7) オンライン保険証の資格確認についてあはきの対応を調査 
１０月５日（WEB）、厚労省からの調査依頼に協力 １０月６日 

(8) あはきが療養の給付になるための条件の調査研究 
福島県郡山市 ４月２４日、福島県福島市 １０月１５日、新潟県新潟市 １２月１１日 

 
４．国際委員会                      国際委員長 寺川 華奈 

ＷＨＯ・ＩＳＯ・諸外国等の鍼灸国際関連事業 

(1) 伝統医学（医療）に関する調査事業 

 ① インターネット等を利用した伝統医学（医療）情報の収集 

 ② JLOM における ICD 伝統医学章の認知度向上への協力 

 ③ 活躍できる鍼灸師育成のためのコンテンツ作成（ｅラーニング用） 

    ア．知的財産に関するコンテンツ４本の作成（現在公開中） 

    イ．シンポジウム「鍼灸師として世界と出会う」のアーカイブ配信とその後の 

     コンテンツ化（コンテンツとしての公開は令和５年度） 

  

５．その他 

日鍼会全国大会事業 

(1) 担当師会との共催による全国大会企画・運営 
第１７回全国大会愛知大会 

会 期：１２月３日～４日 

会 場：ウインクあいち 

開催方式：ハイブリッド開催 

 

全日学関連事業 

(1) 第７１回（公社）全日本鍼灸学会学術大会 東京大会 
テーマ：現代鍼灸における鍼灸の役割 ―未来へ向けての鍼灸のチカラ― 
会 期：６月３日～５日 
会 場：東京有明医療大学・有明ガーデンコンファレンスセンター 
開催方式：ハイブリッド開催 

(2) ｅラーニング研修のコラボ事業計画 
全日本鍼灸学会と learning Box（NELS）の活用を協議 
 

全日本鍼灸マッサージ師会との合同研修事業 

(1) 災害支援鍼灸マッサージ師育成講座（共催） 
 



Ⅱ．福 祉 事 業                 福祉事業担当・副会長 中村  聡 

１．地域ケア推進委員会              地域ケア推進委員長 菅野 幸治 

介護予防事業推進事業 

(1) 関係省庁や大学・研究機関との協議、折衝 

(2) 介護保険と地域支援事業の実態調査と支援（WEB 開催）１１月２７日、１月２７日 

(3) 医療・介護専門職団体との連携促進 

(4) 医療介護情報収集及び分析 

(5) 各都道府県師会への情報提供及び連絡協調 

    地域ケア説明会（WEB 開催）                  １０月３０日 

(6) 全国保険部長会議（WEB 開催）                   ８月７日 

(7) 地域ケア推進委員会会議 

  ４月１２日（WEB）・２８日（WEB）、５月１２日（WEB）・２６日（WEB）、６月

１７日（WEB）、７月７日（WEB）・２８日（WEB）、８月１７日（WEB）・２６日

（WEB）、９月１６日（WEB）・３０日（WEB）、１０月１７日（WEB）・２５日（WEB）、

１１月１６日（WEB）・２２日（WEB）、１２月２３日（WEB）、１月７日・８日（健

保委員会と合同会議）・１７日（WEB）・２１日、２月２４日、３月２２日（WEB） 

 

機能訓練指導員育成事業 

(1) 機能訓練指導員に関する事業 

① 機能訓練指導員研修（ベーシックコース・アドバンスコース）の開催 

ベーシックコース 京都／７月３０日・３１日 東京／１２月１７日・１８日 

アドバンスコース 東京／１月２１日・２２日・２月２５日・２６日 

② 機能訓練指導員の認知度向上のためのシンポジウム開催    東京／１１月６日 

③ 機能訓練指導員 実技等の補足研修（仮） 
   ファシリテーター打合せ      １２月１７日、１月２１日、２月２５日 
④ 日本機能訓練指導員協会会議 
  ４月７日、６月２７日・３０日、８月３日・２４日（WEB）、９月２８日（WEB）、

１０月１４日・１９日（WEB）・２６日（WEB）・２９日（WEB）、１１月５日、 
１月１１日（WEB）、３月８日 

  ⑤ 介護予防運動指導員情報提供                  メールで随時 
    
 
 



Ⅲ．公 衆 衛 生 事 業              公衆衛生担当・副会長 南  治成 

１．広報普及 IT 委員会   広報普及 IT 担当業務執行理事・広報普及 IT 委員長 児山 俊浩 

『日本鍼灸新報』・『けんこう定期便』の発行 

 (1)『日本鍼灸新報』の発行及び PDF 版ホームページ掲載 

（ホームページ「会員限定」ページからダウンロード可能） 

 No.６８２（７月６日発行３２ページ構成、全９校で校了、同封物５種） 

No.６８３（１０月１２日発行２８ページ構成、全９校で校了、同封物３種） 

No.６８４（１月２４日発行４４ページ構成、全１２校で校了、同封物４種） 

No.６８５（４月２５日発行２４ページ構成、全９校で校了、同封物３種） 

印刷郵送用８頁カラー（表紙＋７頁）、ホームページ用 PDF 版全頁フルカラー 

会員、各都道府県師会、国会、官庁、大学、学校、研究室、図書館、関係諸団体等 

へ郵送 

マイページの日本鍼灸新報送付先を「メール送信」登録者にメール送信 

広告掲載２２団体、チラシ封入６団体 

(2) デイジー録音図書 CD（『日本鍼灸新報』朗読音声収録）の発行 
(3) 『けんこう定期便デジタル版』の発行（コロナ禍のため中止） 
(4) 広報及び編集 
   企画・取材・文書作成・写真レイアウト・校正・校閲・印刷・封入・発行・郵送 
   各種事業案内・健康に関する案内・報告原稿等依頼・企業広告依頼 

(5) 広報及び編集委員会の開催 
    日本鍼灸新報発行毎に ML 協議 

 

普及用制作物の提供 

(1) 待合室掲示用ポスターの制作・提供 
「新型コロナウイルス感染予防対策ポスター（ブルー・イエロー）」 

     「患者様向け新型コロナウイルス感染予防協力お願いポスター（ブルー・イエロー） 」 
「はり・きゅうで免疫向上ポスター（グリーン・オレンジ）」 
「新型コロナウイルス感染防止対策実施施術機関安心安全ポスター改訂版 
（ネイビー・イエロー）（危機管理委員会＆広報普及委員会のコラボ制作）」 

(2) 普及活動用カード等ツールの提供 
「鍼灸ネットカード」会員へ提供 

  「鍼灸ネット」は会員だけが登録できる鍼灸院検索サイト 
患者様が最寄りの鍼灸院を探すために活用していただくことを目的 

(3) 普及ポスターの提供（ホームページ「会員限定」ページからダウンロード可能） 



(4) 普及冊子等の増刷・販売 
『科学も認める はりのチカラ』 
『科学も認める はりのチカラ２』 
『地域包括ケアシステムと介護予防』 
『健康余年延伸のために老年症候群対策』（改定再版） 

(5) 普及活動用タペストリー・ポスターの提供 
「ロールアップバナー」会員へ貸出提供 
「タペストリー」３種会員へ提供（ホームページからダウンロード可能） 

(6) 全国大会 in 愛知での広報普及ＩＴ委員会ブース設置 
(7) 関連団体及び広報担当者連絡会の開催 

第７１回全日本鍼灸学会学術大会東京大会出席及び取材 

(8) 全国広報普及部長 ML の運営管理 
 

鍼灸の普及啓発活動 

(1) 鍼灸関連イベントで「イベント推進委員会」と協力して鍼灸普及啓発活動  
(2) 第１８回日本スカウトジャンボリーin 秩父（秩父ミューズパーク） 

  ８月５日～８日 
鍼灸ブース出展、取材 
午前・午後に計６コマの講演を行い、延べ２０８名に鍼灸講話 
及びシール鍼（パイオネックス）・台座灸（長生灸）を用いて鍼灸体験 

(3) Care Show Japan ２０２３未病産業展（東京ビッグサイト西ホール） 
２月８日～１０日 

鍼灸講座開催「笑いは健康の万能薬 ―落語＆お灸講座― 笑って学んで健康増進！」

講 師：広報普及 IT 委員会委員 岡田 高（アマチュア落語家 八軒家 鍼男児） 
鍼灸体験ブース出展、取材 
豪鍼による刺鍼、セラミック温灸、パイオネックスを用いて鍼灸体験 

３日間の鍼灸体験ブース来場者合計は約３３０名 
 

メールマガジンの配信・管理 

(1) 定期配信と臨時配信の実施及び記録と集計 

定期配信２４回（毎月２回二十四節気に配信） 臨時配信０回 

(2) メールマガジン登録者の分類及び管理（２,０７９名 ３月３１日時点） 

(3) 内容企画・レイアウト・原稿作成・校正・校閲・配信 

(4) 最新ニュースや各都道府県師会の研修会・市民講座・市民マラソンをはじめ、 

関連団体研修会やイベントなどの情報をいち早くお届け 



Facebook の更新・管理 

 (1) 情報即時掲載 

(2) テレビ番組、研修会、ポスターなどのお知らせ、ならびに健康サポートや東洋医学に

関する内容提供 

(3) 内容企画・写真レイアウト・原稿作成・校正・校閲・記事掲載 

 (4) 記事１１０回掲載（３月３１日時点） 

(5) フォロワー１,３４８人（３月３１日時点） 

 

Instagram の更新と管理 

 (1) 一般国民、主に１０～２０代の若い世代 

     （Ｚ世代１８～２４歳・ソーシャルネイティブ)向けて発信 

 (2) 鍼灸及び鍼灸師の仕事の魅力を発信 

 (3) 活動内容等の情報については、迅速に発信 

(4) 内容企画・写真レイアウト・原稿作成・校正・校閲・記事掲載 

(6) 記事７３回掲載（３月３１日時点） 

 (7) フォロワー３５９人（３月３１日時点） 

 
プレスリリース 

(1) 国民向けの広報を強化するために、活動内容を１１,０００件以上のメディア（TV

局・全国紙（全て網羅）・地方紙・専門紙・雑誌・ブログ／WEB サイト・ニュースサ

イト・ラジオ等）へプレスリリース 

(2) 内容企画・写真レイアウト・原稿作成・校正・校閲・プレスリリース 

(3) プレスリリース内容 

①５月２日：話題の「漢方薬・薬膳」「分子栄養学」を学び鍼灸に活用。兵庫県鍼灸師 

会が２０２２年度第１回「学術講習会」を会場・オンラインのハイブリッド形式で 

５月２２日開催 

  ②５月１２日：一般社団法人 愛知県鍼灸師会の有志５人が、４月２３日に開催された 

「第１０回ジョギングフェスティバル」で鍼施術などのボランティア活動を実施 

  ③５月１２日：プロ野球選手の“鍼治療事故”報道を受けた、緊急企画！鍼が一部体  

   内に残ってしまう「折鍼事故」を防ぐリスク管理セミナーを長野県針灸師会が主催 

  ④８月９日：「鍼灸師のための資質・地位の向上」や、落語もありの「笑いと健康」を 

学ぶ学術講習会を９月４日に兵庫県・神戸市で開催 

  ⑤８月１８日：「東京２０２０オリパラ」参加選手のフィジカル面を、東洋の“鍼”の 



力でサポート！日本鍼灸師会が、理学療法としておこなった施術活動の詳細 

レポートを公開 

  ⑥１０月２５日：公開講座は参加費無料！「ヒトを診る ―東洋医学の全体観―」が 

テーマの「第１７回 公益社団法人 日本鍼灸師会 全国大会 in 愛知」を１２月３日・

４日に開催 

  ⑦１１月１０日：公益社団法人 日本鍼灸師会が、埼玉・秩父でボーイスカウトたちを 

対象に「いつでもどこでも役立つツボ講座」を開催！１０月２０日から HP でその

内容や様子を公開開始 

  ⑧１２月１４日：一般社団法人兵庫県鍼灸師会が、１月２２日に兵庫県鍼灸師会館の

会場とオンラインで「第３回 学術講習会」を開催 

  ⑨１月６日：「ヒトを診る ―東洋医学の全体観―」がテーマの「第１７回公益社団法 

人 日本鍼灸師会 全国大会 in愛知」を開催、１２月２５日よりオンデマンド配信を 

スタート 

  ⑩２月２２日：２月８～１０日開催の「ケアショー・ジャパン２０２３ 未病産業展」 

にて、鍼やお灸の体験ブースと落語による健康講座を出展、約３３０名が来場 

 
厚生労働大臣免許保有証の発行 

(1)（公財）東洋療法研修試験財団業務委託を受け、各都道府県からの申請書類を取り 
纏め申請 

(2) 免許保有者カードを都道府県師会宛に発送 
 
ＩＴ化の推進及びＨＰの作成 

(1) IT 化推進 
(2) ホームページ及び鍼灸ネットの維持・管理・運営 

一般向け情報ページの拡大及び、各委員会独自の情報発信継続 
(3) サーバー管理・メンテナンス及びドメインの維持・管理 
(4) 各師会 IT 連絡委員との情報交換 

 
２．危機管理委員会                 危機管理委員長 矢津田 善仁 

(1) 災害医療研修事業 
① JIMTEF 災害医療研修への参加費助成               実績なし 
② 災害支援鍼灸師養成講座の開催およびサポート           実績なし 
③ JIMTEF 災害医療委員会会議への参加        ４月２７日、１２月７日 
④ JIMTEF 研修へのファシリテーター派遣（ベーシック）       派遣なし 



⑤ JIMTEF 研修へのファシリテーター派遣（アドバンス）  
  ２月４、５日（兵庫県）／３月１８、１９日（東京都） 

⑥ JIMTEF 研修へのファシリテーター派遣（スキルアップ）      開催なし 
⑦ DSAM 災害支援鍼灸マッサージ師育成講習会の開催  １２月１８日（神奈川県） 
⑧ 鍼灸師養成施設での災害医療研修の実施              実績なし 
⑨ その他の災害医療研修への参加および講師派遣           
   セイリン株式会社主催災害セミナー          ９月１１日（WEB） 
   日鍼会全国大会にて災害シンポジウムを開催      １２月３日（愛知県） 
   株式会社チュウオー主催灸活未来塾災害セミナー   １２月１１日（兵庫県） 

(2) 危機管理委員会運営事業 
① 危機管理委員会の開催    ４月２２日、５月６日、７月２５日、９月２６日、 

１２月１７日、３月２７日 
② 災害支援鍼灸師としての登録                   実績なし 
③ 災害対策マニュアル等の作成および修正                通年 
④ 各師会における災害対策委員会設置の支援及び協力           通年 
⑤ 災害支援鍼灸マッサージ師合同委員会 DSAM の運営 

  DSAM 会議  ６月１８日、９月２６日、１２月１７日 
(3) 災害支援活動事業 
① 災害支援先遣隊の派遣（発災時）                 実績なし 
② 災害支援鍼灸師の派遣コーディネート               実績なし 
③ 災害支援助成金等の申請                     実績なし 

(4) 行政および関係諸機関との連携事業 
① 日本災害医学会参加  

第２８回日本災害医学会総会・学術集会（岩手県盛岡市）  ３月９日～１１日 
参加および演題発表 

② 関係諸機関との協議、折衝   
厚生労働省医政局医事課との協議                １月２６日 

(5) 災害支援関連冊子等の発行事業 
①「ツボ セルフケア ハンドブック」の発行・管理             通年 
② その他の冊子・ポスター等の発行・管理               実績なし 

(6) 新型コロナウイルス感染症等対策事業 
 ① 感染症等対策ガイドライン等の発行 感染防止ガイドライン １１月３０日改訂 
 ② 感染症等感染防止啓発ポスター等の発行                通年 
③ 感染症等感染防止対策物資等の斡旋                実績なし 
④ その他感染症等感染防止対策に関すること                適宜 

(7) 危機管理に関する広報事業 



 ① 災害支援活動その他の広報・プレスリリース                適宜 
 ② ホームページ更新                            適宜 
(8) その他危機管理に関する事業 
① その他危機管理に関する事業 
   リスクマネジメント研修の開催  ５月２４日（WEB）、１２月３日（愛知県）、

３月１４日（WEB） 
 
３．国際委員会                      国際委員長 寺川 華奈 

(1) 諸外国の鍼灸関連団体との交流 

 ① 国内外の関係者および関係団体からの要請による交流 

② 日本伝統医療の普及啓発活動 

(2) 関係団体セミナー等への参加交流等 

 ① JLOM  AMED 全体研修会               ２月２７日、３月１日 

 ② JLOM 主査会議、総会 

    主査会議(WEB 開催)      ４月２７日、５月２５日、６月２３日（緊急）、

７月２６日、２月１０日 

     総 会(WEB 開催)                            ９月３０日 

     臨時国内対策会議(WEB 開催)                １０月２６日 

  ③ AMED 分担研究班会議              ９月１１日、１０月３０日 
④ ISO/TC249 灸規格 WG 会議（WEB 会議） 

       ５月３０日、８月８日・２２日、９月８日・２１日、１０月６日・１３日、 
１１月２８日、１月２５日 

(3) 伝統医学（医療）に関する広報・普及事業 

 ① シンポジウム等の開催 （公１における鍼灸国際関連事業との関連あり） 

  テーマ：鍼灸師として世界と出会う 

  開催日時：３月５日 ２０時～２１時半 

  開催方法：ズームを利用した YouTube ストリーム配信 

  視聴者：事前申込５１０名、視聴回数（アーカイブ後を含む）全６０８回 

   開催後の報告：HP 上に掲載（Q＆A にて視聴者質問とパネリスト回答を整理） 

 

４．スポーツ鍼灸委員会              スポーツ鍼灸委員長 髙田 常雄 

(1) 都道府県師会のスポーツ鍼灸ボランティアにかかわる支援活動 



(2) 東京オリンピック・パラリンピックなどスポーツ鍼灸ボランティアにおいて得られた

知識及び情報の公開 

・アンケート調査・集計                   ８月２６日～１２月８日 

  ・東京オリンピック・パラリンピック報告論文作成等   ８月２６日～１月３１日 

(3) スポーツ研修の企画立案 

(4) ｅラーニングのスポーツ分野で学術・研修委員会に協力 

 

５．イベント推進委員会              イベント推進委員長 大口 俊徳 

(1) 第１８回 日本スカウトジャンボリー 第４回 埼玉キャンポリー 

   関東ブロック埼玉サテライト会場に日鍼会鍼灸体験・展示ブースを開設 

   場 所：埼玉県秩父市・小鹿野町「秩父ミューズパーク」 

   日 程：８月４日～９日 

  ・広報普及 IT 委員会、（公社）埼玉県鍼灸師会、呉竹学園教員・学生が協力 

(2) Care Show Japan 2023 未病産業展に出展 
  日鍼会展示・鍼灸体験ブースの開設、鍼灸講座開催 
  場 所：東京ビッグサイト青海展示棟 
  日 程：２月７日日鍼会ブースの設営・準備 

      ２月８日～１０日 

  ・広報普及 IT 委員会、(公社)東京都鍼灸師会、セイリン(株)、(株)山正が協力 

 

 

Ⅳ.賃 貸 業 

 不動産資産を３つのテナントに貸与 

 

 

Ⅴ．会 員 相 互 扶 助 事 業        会員相互扶助事業担当・副会長 安田 政寛 

１．組織委員会                      組織委員長 新名 美恵 

入会促進・組織強化事業 

(1) 入会案内パンフレット・カード等の作成・配布 

入会案内パンフレット及びカード作成・配布、日本鍼灸師会紹介資料作成 

(2) 新会員制度の周知、加入促進：準会員制度の案内チラシ・プレゼン用動画作製、学校

訪問等 

   フライヤー作成・配布                      ７月２５日 



   準会員ＰＲ学校訪問         ９月１６日、１０月２６日、２月２８日 

(3) 各種会議の開催：組織委員会 ZOOM 会議等 

   ４月２６日（WEB）、６月２７日（WEB）、８月１日（WEB）・２２日（WEB）、

９月２０日（WEB）、１０月１８日（WEB）、１２月２日（WEB）、２月２０日（WEB） 

 

会員サポート事業 

(1) 団体定期保険「日鍼会保障プラン」 

①「日鍼会保障プラン」加入勧奨事業 

・保険会社担当者との協議                    １月１９日 

(2) 日本鍼灸師会総合賠償保険 

① 日鍼会総合賠償保険 

・新規加入・更新の案内 全国各師会へ事務代行を委託 

・保険会社担当者との協議・事故事例の調査と研究 

・保険会社担当者との協議  

９月６日（WEB）・１６日、１１月２９日、２月６日（WEB）、    

３月２日（WEB）・１０日 

(3) 団体扱保険 

① 日鍼会団体所得補償保険・団体総合生活補償保険（MS＆AD 型） 

② 団体扱い医療保険・がん保険 

③ 保険会社担当者との協議                     ２月７日 

(4) 労災特別加入 

① 労災特別加入にかかわる手続き 

３団体協議 ４月２１日（WEB）・２７日（WEB）、５月１０日、７月１３日（WEB）、

８月１７日、９月２日・２８日（WEB）、１２月２日（WEB）、１月

１１日（WEB）、 

 

会員証付与及び会員章販売事業 

(1)「会員証」ステッカーの作製・配布 

「会員証」ステッカーを全会員へ配布（鍼灸新報へ同封） 

(2) 会員章の販売 

会員章（ピンバッジ）の販売 

 

 



２．広報普及ＩＴ委員会（ＤＫ関係）            ＩＴ委員長 堀口 正剛 

(1) DK システム事業 

DK システムのソースデータ管理 

 
３．健保委員会              療養費適正化事業担当・副会長 中村  聡 

療養費等適用推進事業                  健保委員長 小林 潤一郎 
(1) 都道府県師会における保険問題に関する対策 

各師会から寄せられた質問、問題について厚生労働省保険局医療課療養指導専門官

と連絡協議の上、回答 
(2) 厚労省保険局医療課との協議  

４月１日（WEB）・６日（WEB）・７日（WEB）・１２日（WEB）・１５日（WEB）・

２６日（WEB）、５月２２日、６月２２日、７月２７日、８月２４日、９月２８日、 
１０月５日（WEB）・２６日、１１月２４日、１２月２６日、１月２５日（WEB）、 
３月２２日 

(3) 労災、生活保護、自動車賠償責任保険等の保険者との交渉及び協議 
６月１０日、３月２２日 

(4) 中央保険者との協議 
(5) 鍼灸施設費払い推進の為の調査及び研修 
(6) 鍼灸師が医療機関で雇用されるための活動 
(7) 健保委員会会議 

４月２０日（WEB）、６月９日（WEB）、９月２１日（WEB）、１２月４日（地域ケ

ア推進委員会との合同会議）、１月７日・８日（地域ケア推進委員会との合同会議）、

２月２２日・２７日（WEB）、３月２７日（WEB） 
(8) 鍼灸マッサージ保険推進協議会 ４団体長会議 

４月５日（WEB）・１１日（WEB）・１４日（WEB）・２１日（WEB）、８月１７日

（WEB）、１１月１４日（WEB） 

(9) 第２５回社会保障審議会 医療保険部会 あん摩マッサージ指圧、はり・きゅう療養費

検討専門委員会                       ５月６日（WEB） 
  

４．青年委員会                      青年委員長 風間 祐二 

青年各ブロックより青年ブロック長を招聘して、日鍼会青年委員会を構成している。 

青年委員会の運営と各種会議・研修の開催 

(1) 青年委員会会議（青年委員会インターネット会議：Zoom 会議） 

     ４月１日・６月２４日・８月２４日・１０月４日・１１月２１日・２月１４日 



(2) 全国青年部長会議（WEB 開催）                 ２月１９日 

(3) 鍼灸新報「JAMASY」コーナーの作成：全国青年部長会議報告 

(4) 全国青年部長 ML と LINE の活用：情報共有・拡散・勧誘など 

(5) 日鍼会事業推進への協力 

(6) 全国大会青年委員会講座の共催（愛知県青年部）           １２月４日 

 
公益社団法人日本鍼灸師会青年委員会と 

全国各鍼灸師会青年部の合同事業（青年コラボ事業） 

(1) 青年各ブロックとの合同事業 

(2)（公社）日本鍼灸師会青年委員会と全国各鍼灸師会青年部との合同事業 
① 青年各ブロックとの合同事業（７ブロック事業） 
② 青年企画補助事業（東京都・福岡県青年部と開催） 
 

 

Ⅵ. 法 人 管 理 事 業              法人管理担当・副会長 南  治成 

１．法人管理委員会                  法人管理委員長 寺川 華奈 

本会運営管理 

(1) 諸会議運営に関する事 
① 代議員総会（１回） 

６月１２日 ステーションコンファレンス万世橋（東京都千代田区） 
② 代議員総会対応協議会（１回） 

６月１２日 ステーションコンファレンス万世橋（東京都千代田区） 
③ 理事会（７回） 

５月８日・６月６日（WEB）・１２日（WEB）、８月２８日、１１月１３日、 

１月２９日、３月１２日 

④ 業務執行委員会（６回） 
基本、理事会のない第２水曜日（ZOOM） 
４月１３日、７月１３日、９月１４日、１０月１２日、１２月１４日、２月１５日 

⑤ 正副会長会議（３回）          ６月２９日、９月１６日、１月２８日 
⑥ 全国師会長会議（１回） 

１１月２０日 ステーションコンファレンス万世橋（東京都千代田区） 
⑦ ブロック会議（７回） 

北 海 道：９月４日             WEB 開催 



東  北：６月２５日・２６日（山形県）  WEB 開催 
関東信越：７月１０日（東京都）      ハイブリッド開催 
東海北陸：１０月９日・１０日（静岡県） 
近  畿：９月２４日・２５日（兵庫県） 
中国・四国：９月１８日・１９日（岡山県） ハイブリッド開催 
九  州：９月１０日・１１日（沖縄県） 

  ⑧ 法人管理委員会（６回） ５月７日、６月３日、８月１日・２８日、１１月１２日、

１月２８日 
  ⑨ 理事研修会                          ８月２７日 

(2) 関係官庁、諸団体との協調･交流 
  厚生労働省、内閣府、日本医師会、東洋療法研修試験財団、国際医療技術財団、日 

本理学療法器材工業会、国民年金基金、業界関係団体、学術団体、鍼灸大学・鍼灸師

養成施設、東洋療法学校協会、日本東洋医学物理療法学会等 
(3) 関係官庁等との定期協議 
  広告のあり方検討会、鍼灸医療安全性連絡協議会、医療技術者団体協議会、あはき 

等法推進協議会、電子カルテ標準参照仕様策定に関する会議 
(4) 事務処理、庶務事業、渉外事業、財務処理 
  懲戒審査会             ８月１１日、１０月１９日、１１月１１日 
  監査                          ５月７日、２月８日 

  ハラスメント窓口設置打合せ                    ３月９日 
(5) 公益社団法人としての内部規程の整備 
  就業規則等改訂打合せ                      ６月１０日 
(6) 地域再開発についての対応協議 
    テナント契約内容の打合せ                      ５月９日 
(7) 未病戦略を考える WG の活動 
  ① 会議開催日 

ア．通常会議：１０月５日・２４日・１１月７日・１２月２１日・１月２３日・ 
２月１３日 

イ．アドバイザーとの準備会議（WEB 開催）           ４月１４日 
(8) 各師会等の式典・慶弔 
  茨城県鍼灸師会創立７０周年記念式典、山梨県鍼灸師会法人設立４０周年記念式典、

長野県針灸師会法人設立７０周年記念式典、大阪府鍼灸師会法人設立６０周年記念

式典、愛媛県鍼灸師会法人設立４０周年記念式典、髙田常雄先生叙勲受章記念祝賀

会、日本理療科教員連盟創立７０周年記念式典 
(9) 表彰  
  ① 叙位叙勲褒章          



旭日双光章          井上 正敏（岩 手）２０２２年 ４月２９日 
                  髙田 常雄（東 京）２０２２年１１月 ３日 
                  諸岡 辰巳（長 崎）２０２２年 ４月２９日 
   藍綬褒章           中村  聡（静 岡）２０２２年１１月 ３日 
  ② 厚生労働大臣表彰       恒石  真（徳 島）２０２３年 ２月２７日 
  ③ 知事表彰等 
    ア 知事表彰        市田 嘉孝（茨 城）２０２３年 １月２２日 

今井 幸司（埼 玉）２０２２年１１月 ９日 
清水 慎司（神奈川）２０２２年１１月３０日 
(公社)静岡県鍼灸師会 ２０２２年１１月 ３日 
一見 隆彦（三 重）２０２２年 ５月２２日 
大矢由喜夫（三 重）２０２２年 ５月２２日 
佐々木弘之（奈 良）２０２２年 ６月２６日 
仲嶋 隆史（福 岡）２０２３年 ２月 ７日 
山﨑 公晴（福 岡）２０２３年 ２月 ７日 
橋本 嘉治（長 崎）２０２２年１１月２３日 

    イ 知事感謝状      (一社)栃木県鍼灸師会 ２０２３年 ３月２２日 
大橋 教正（静 岡）２０２３年 １月２５日 

 石田 国豊（和歌山）２０２２年１０月１３日 
 

２．スポーツ鍼灸委員会              スポーツ鍼灸委員長 髙田 常雄 

(1) 岩手マスターズ大会など都道府県師会のスポーツ鍼灸ボランティアにかかわる 
支援活動 
・８月に岩手の担当部署と連絡を行うがコロナ禍のため参加できず 

(2) 関係官庁との連絡、挨拶 
(3) 他団体との連絡協議会を開催 
(4) スポーツ鍼灸委員会開催（WEB 開催）  ８月２６日、１１月１７日、１月２７日 



２０２２年度事業報告の附属明細書の件 

 

 

公１ 鍼灸学術及び鍼灸の医学的研究の振興と鍼灸師の資質向上を図るための研究会、 

講習会、研修会、講演、シンポジウム等の開催並びに調査研究活動等の事業 

Ⅰ．研修事業 

(1) 専門領域研修事業 

(2) 鍼灸臨床研修事業 

(3) 学術講習事業 

(4) 療養費制度の適正運用に関する研修等 

 

(1) 専門領域研修事業 

２０２２度 生涯研修制度（申請代行） 

区 分 申請数 師 会 名 

財団共催の生涯研修 

（試験財団２枠） 
２件 （公社）北海道鍼灸師会・（公社）京都府鍼灸師会 

生 涯 研 修 会 ２４件 

岐阜県・福島県・兵庫県・京都府・大阪府・神奈川県 

北海道・埼玉県・千葉県・長野県・三重県・石川県・茨城県 

静岡県・愛媛県・栃木県・香川県・滋賀県・日鍼会ＮＥＬＳ 

(一社)愛知県・宮城県・岡山県・鳥取県・東京都 

 

(2) 鍼灸臨床研修事業 

日鍼会 e ラーニング研修システム（NELS/ネルス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊１：受講中の内訳  ＣＦＳ受講済１３０名、ＬＥＳ受講済６１名、ＰＤＳ受講済１３名 

 

(3) 第４回医療連携ができる鍼灸師研修会   令和５年３月２６日（日） 

  会 場：呉竹鍼灸柔整専門学校 

  受講者総数：会場１９名、ＷＥＢ約６０名（午前中限定の視聴者） 

NELS 受講人数 

NELS 受講申込数 /令和５年３月３１日付け ６３６名 

ログインなし ８２名 

未受講 ２４３名 

受講中 ＊１ ２９８名 

全受講済み １３件 



（4）健保委員会 

・『はり・きゅう保険ガイド』   3,670部（個人・師会頒布分） 

 

 

（公社）日本鍼灸師会全国大会事業 出席者数 

 区  分 会  員 一  般 学  生 総参加数 

第１７回 愛知大会 
 ２６４名 

（８２名） 

 ４８名 

（２４名） 

２８７名 

（３６名） 

 ６２８名 

（１４２名） 

 ※下段（ ）内はＷＥＢ出席者数。アーカイブ視聴のみ２名（会員）・無料公開講座参加２９名を含む。 

 

 
 
公２ 市区町村の行う「介護予防事業」の推進と、その事業の担い手である介護予防の 

専門家を育成するための介護予防運動指導員の育成に関する事業 

Ⅱ．福祉事業 

介護予防事業の推進事業 

 
２０２２年度各都道府県師会への情報提供及び連絡協調 

開催 参加人数 参加師会数 開催日 

地域ケア説明会 ５７名 ３２師会 令和４年１０月３０日 

 

 

２０２２年度介護保険と地域支援事業の実態調査と支援 

開催 参加人数 参加師会数 開催日 

第１回 ZOOM行脚 ３３名 ２２師会 令和４年１１月２７日 

第２回 ZOOM行脚 ４０名 ３１師会 令和５年 １月２７日 

 
 

介護予防運動指導員サポート事業 

２０２２年度認定機能訓練指導員実務研修会（ベーシックコース） 

開催地 実参加 ZOOM参加 計 開催日 

京 都 ６名 ４９名 ５５名 令和４年 ７月３０日・３１日 

東 京 １４名 ５６名 ７０名 令和４年１２月１７日・１８日 



計 ２０名 １０５名 １２５名  

 

２０２２年度認定機能訓練指導員実務研修会（アドバンスコース） 

開催地 実参加 前半 後半 

東 京 ２９名 令和５年１月２１日・２２日 令和５年２月２５日・２６日 

 

２０２２年度機能訓練指導員協会シンポジウム 

テーマ「住み慣れた地域で暮らすフレイル予防」 

開催地 実参加 ZOOM参加 計 開催日 

東 京 １２名 ６２名 ７４名 令和４年１１月６日 

 

 

 

公３ 国民に対し鍼灸に関する理解を広げるための普及啓発事業 

Ⅲ．公 衆 衛 生 事 業 

（１） 広報普及ＩＴ委員会 

【 編 集 】 

２０２２年度 発行部数及び送付数 

 
けんこう定期便 日本鍼灸新報 

発送数 
（メール便） 

発送数 
（宅急便） デイジー版 

WEB配信 ４回発行 会員・学校等 各師会等 ４回発行 

６８２号 ― 4,980 4,408 36 

 

141 

６８３号 ― 4,946 4,386 36 143 

６８４号 ― 4,920 4,359 35 139 

６８５号 ― 4,695 4,169 35 137 

合 計 ― 19,541 17,322 142 560 

備考（R３年度） 0 20,364 18,121 138 593 

（※令和３年度は鍼灸新報４回発行） 

 

【 普 及 】 

（１）パンフレット等頒布状況（２０２２年度） 

 年度初数 発行 頒布(配布)数 年度末数 

冊子「はりのチカラ１」 3,380 0 286 3,094 

冊子「はりのチカラ２」 980 0 196 784 

「地域包括ｹｱｼｽﾃﾑと介護予防」 4,250 0 186 4,064 

「老年症候群対策」 898 0 146 752 

 

（２）ツボ療法カレンダー（セイリン株式会社） 14,450 部頒布（2021 年度：14,330 部） 



 

（２）厚生労働大臣免許保有証の発行事業 

２０２２年度 厚生労働大臣免許保有者証の発行（申請数と差異あり） 

都道府県 発行数 
累計 
発行数 

都道府県 発行数 
累計 
発行数 

都道府県 発行数 
累計 

発行数 

北海道 9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

139 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石  川 0 68 島  根 1 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青  森 7 21 

 

福  井 0 54 岡  山 1 123 

 岩  手 0 

 

4 山  梨 0 41 広  島 1 20 

宮  城 1 

 

42 

 

長  野 10 214 山  口 0 45 

秋  田 0 10 岐  阜 2 50 徳  島 0 15 

山  形 0 27 静  岡 5 91 香  川 2 76 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

福  島 5 143 愛  知 4 78 愛  媛 4 91 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨  城 3 61 愛  知 1 57 高  知 0 10 

 栃  木 1 12 三  重 6 125 福  岡 4 40 

 群  馬 2 27 滋  賀 8 35 佐  賀 0 0 

埼  玉 4 73 京  都 3 89 長  崎 0 53 

 千  葉 6 78 大  阪 17 190 熊  本 0 24 

 

 

東  京 25 286 兵  庫 2 114 大  分 2 23 

 神奈川 13 182 奈  良 2 49 宮  崎 0 8 

 新  潟 0 36 和歌山 0 20 鹿児島 0 6 

 富  山 0 11 鳥  取 0 4 沖  縄 2 16 

 

 

      合  計 153 

 

3,058 
 

 

（３）危機管理委員会 

２０２２年度 危機管理委員会実績（災害支援鍼灸師養成講座） 
参加者数 

開催日 
実参加 ZOOM参加 計 備 考 

１２月１８日 ５５名 ３２名 ８７名 横浜市技能文化会館（神奈川県） 

計 ５５名 ３２名 ８７名  

  

 

２０２２年度 リスクマネジメント研修会（ＷＥＢ開催） 

参加者数 

開催日 ZOOM参加 備 考 

５月２４日 ７５３名    

３月１４日 ２９１名  内アーカイブ受講１９１名 

計 １,０４４名    

 

 ・『ツボセルフケアハンドブック』  2,290 部（個人頒布分）・4,310 部（師会頒布分） 
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